



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































5 ）森川達也，「解説」，『武田泰淳全集』第 8 巻
所収，372頁。森川は上掲書の『戦後派作家は
語る』52頁を参照して，本文で記したような泰
淳の精神的姿勢を表わした。
6 ）川西政明，『武田泰淳伝』，講談社，2005年刊，
458頁参照。川西の批評をより詳しく敷衍すれ
ば，宗教と政治との関係に関して，浄土宗の泰
淳が，『史記』の漢帝国とローマ帝国を時代背
景として，わが子キリストを創造することで，
日本―アジアー西欧を出入り自由な空間として
創造したかったにちがいないということである。
